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要約

This paper is a general presentation which describes the tendency of ]apanese-Chinese 

business communication research in ]apan. Beyond summing up the research results. the 

author also points out some problems in present studies and discusses research projects that 

need to be conducted in the future. 

After summarizing the current business situation for both countries and the profound 

meaning in bilateral business communication. this paper explores the following five issues: (1) 

Language and non-verbal communication; (2) ] apanese-Chinese business negotiations; (3) 

] apanese-Chinese business management; (4) Cultural backgrounds of ] apanese-Chinese 

business communication (i.e.. a comparative research of the ]apanese and Chinese cultures ) 

and (5) Some existing problems and future research projects. 

As the final conclusion. it is argued that the following elements are essential to deepen 

]apanese-Chinese business communication research in the future: a combination of business 

communication research and intercultural communication theories; a systematic comparative 

research on the ]apanese and Chinese business culture; and a multidimensional comparative 

study for both cultures. incorporative interdisciplinary cooperative research. 

本文対日本日中商条淘通研究的功向遊行ーノト組主主条的描述。在忌結其研究成果的同吋，提

出存在的向題及今后的研究i果題。本文在概述日中荷予子現状以及向通所具有的意文后，集中探汁

了沼吉与非i吾吉i句通、日中商条淡剤、日中南条管理、日中商条j句通的潜在背景即日中文化的比

絞研究、向題与深題iさ五小向題。我{fJ的生古i合是，t;深化日中商条淘通研究，与跨文化交麻理i合

的有机結合以及日中商条文化的系統対比研究、文化的多元対比研究、多領域的合作研究今后必

不可少。
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異文化マネジメント 日中文化比較

中国のビジネス社会は，ハーバードやスタンフォードでもない，世界一厳しいビジ

ネス・スクールである。(ある日本人ビジネスマンの肢き)

1.はじめに

近年， 日中交流の拡大と異文化コミュニケー

ション研究の新しい進展に伴い， 日中コミュニ

ケーションに関する研究が活発化している。中で

*本稿は，第四回中日韓文化教育研究国際フォーラム (2C胤
年9月於大連外国語学院)における口頭発表及び中国語の

原稿「日中商務溝通研究動向与課題J(f日本文化論叢J
(大連理工大学出版社.2∞7. p.256-265)所収)を基に大
幅な修正を加えたものである。 2名の匿名査読者から有益

なコメントを頂いた。記して感謝を申し上げる次第である。

も， 日中コミュニケーションの典型的な場である

ピジネス関連の研究に関心が集まっている。本稿

は， 日中ビジネスの現状を踏まえ，主に異文化経

営と異文化コミュニケーションの領域で進められ

た日中ビジネスコミュニケーション研究の文献

サーベイより， 日本における日中ビジネスコミュ

ニケーション研究の一端を描色研究の動向や成

果を把握すると共に，今後の研究課題と方向性及

び可能性の提示を試みる。

ところで.本題に入る前に，本稿の基本概念で
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あるビジネスコミュニケーションの定義を明確に

しなければならない。日本国際秘書学会名誉会長

の中村巳喜人氏は. Iビジネスにおいて一定の現

実的効果をあげることを目的とする動的な言語活

動Jとビジネスコミュニケーションの定義づけを

しており(福原他2006).福原他もこの定義を援

用し「話しことばによるコミュニケーシヨンJ.

「書きことばによるコミュニケーションJ.I英語

によるコミュニケーションJ.I文書の整理・保

管J.I情報活用」という章立てで. rビジネスコ
ミュニケーションを学ぶJという教科書を作って

いる。異文化ビジネスコミュニケーションに主眼

を置いた宮智(1998) も同様に. Iピジネスにお

ける意思伝達や説明」というように，ビジネスコ

ミュニケーションを基本的に言語活動と見なして

いる。ビジネスコミュニケーションは，様々な要

素が絡んで、いる複雑なビジネス行動と考えられる

が，実際の関心はビジネスという場の言語活動に

とどまっているのが日本の現状といえよう 1)。上

の「動的な言語活動」という命題はやや狭義的な

ものに聞こえるが，対人関係における言語・非言

語コードを媒介とするコミュニケーションに限ら

れたものではないと我々は理解している。なぜな

ら，ビジネスコミュニケーションはビジネスとい

うコンテキストの中の相互作用である以上，対人

コミュニケーションだけではなく，組織コミュニ

ケーションなども含まれるプロセスだからであ

る。一方，最近一部の私立大学の経営学部または

社会学部にビジネスコミュニケーション学科が新

設され，多くの経営学部にビジネスコミュニケー

ションプログラムが立ち上げられた。その多く

は，経営やマネジメントに関わるすべての授業科

1) Harvard Business School PressからでたBusiness

Communicatioll (2003)の目次をみても，同じような

傾向が見られる。一方.Wikipedia (2007年11月末現在)
の定義を見ると.Business Communication is communication 

used to promote a product， service. or organization; relay 

inforrnation within也ebusiness; or deal wi也legaland similar 

issues. Business Communication encompasses a variety of 

topics. including Marketing. Branding. Customer relations. 

Consurner behaviour. Advertising， Public relations， Media 

relations. Corporate communication， Community 

engagement， Research & Measurement. Reputation 

management， Interpersonal communication， Employee 

engagement， Online communication， and Event management 

となっており，ビジネスに関わる活動すべてをビジネスコ

ミュニケーションと関連づけようとする傾向が垣間見える。

日を提供しており，広義にビジネスコミュニケー

ションを捉えようとする傾向が見られる 2)。本稿

では，ビジネスコミュニケーションの狭義概念で

ある「動的な言語活動」を中心に据えながらも，

関連する側面にも目を向けて， 日本における日中

ビジネスコミュニケーション研究の現状把握を試

みることにする 3)。それに入る前に，日中ビジネ

スの現状とコミュニケーションの位置づけを考え

ておきたい。

2. 日中ビジネスの現状とコミュニケー

ションの位置づけ

2.1 日中ビジネスの現状

中国における日中合弁企業の第1号である「福

日電視機有限公司」は1981年に設立された。それ

以来，ここ20数年，様々な好余曲折を経て，漸進

的でありながらも， 日中経済交流活動が拡大して

きた。 90年代初頭に入り， 日本の中国への大規模

直接投資が開始されてから10数年経っている。日

本の対中直接投資は. 2005年末に3万5千件ほどを

数え，契約金額は785億ドルに達している。また，

日中貿易の合計金額は. 2005年現在1.893.87億ド

ルに達し.11億ドルしかなかった1972年の172倍

になっている((財)日中経済協会HPより引用)。

日中ビジネスは.すでに中国を単に「世界の工

場J.I世界の市場jとする状況から脱皮し. I日
本にとって中国は，消費の場，生産の場，人材確

保の場，そして活力を与えてくれる場である」と

いう総括(高井2002.p.49)の如く，中国は日本

2)例えば，白鴎大学経営学部ビジネスコミュニケーショ
ン学科は情報，英語.経営を三点セットとしたものである

が，札幌大学経営学部ビジネスコミュニケーション学科と

吉備国際大学社会学部ビジネスコミュニケーション学科で

は，経営学そのものと見なされる授業科目を提供してい

る。なお，国際ビジネス研究の領域には，国際ビジネス各

論をはじめ， 日本的経営の国際性， 日本企業の海外進出.

外国企業の日本進出.多国籍企業，国際ビジネスコミュニ

ケーションなどが含まれるが，国際ビジネスコミュニケー

ションはもちろんのこと，その他も程度の差こそあれピジ

ネスコミュニケーション研究と関わっている。

3) 日中コミュニケーション研究全体としては，ピジネス

コミュニケーションの他に，教育コミュニケーションや

メディアコミュニケーションなども対象になるはずであ

る。そして， 日中交流史の研究や日中文化比較研究，社

会心理学・文化心理学的研究といったアプローチもあり
うる。本稿は， ビジネスコミュニケーションに関する内

容であるが，以下の分析に示すように，日中文化比較研

究と部分的に関連づけている。
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企業の「開発・生産基地」としての存在としても

期待される時期に来ている(高井2002.p.201)。

また.今日の「対中ビジネス」はすでに「対中

国」だけでなく，グローパルビジネスの一環とし

て位置づけられ， 日本企業が中国と関連づけて本

社と世界各地でのビジネスの関係を考えねばなら

ぬほどであり，グローパルな視点で日本と中国と

のビジネスを捉えなければならない時代に入って

いるという。即ち，対中ビジネスのパラダイム

は，すでにグローパルビジネスへとシフトしてお

り， 日中ピジネスはグローパル化を促進する原動

力として捉えることができるわけである(杉田

2002. p.l97) 0 このことが， 日中ビジネスコミュ

ニケーションひいては日中コミュニケーション全

体を重要な研究テーマとして提起される所以であ

り.根拠なわけである。

2.2 ビジネスコミュニケーションの位置づけ

組織の3要素とされる，伝達，貢献意欲，共通

目的の筆頭に立つのは伝達即ちコミュニケーショ

ンである(越2002b)。ビジネス活動を展開する

企業においては，コミュニケーションが最も重要

な位置を占めるはずである。「グローパル化しつ

つある日本企業は，いま，異文化間のコミュニ

ケーション・ギャップで苦しんでいます。それは

本来，経営問題であるはずの問題が，異文化コ

ミュニケーションの問題に変わってしまったから

です」と林(1994)で指摘しているように (p.20). 

異文化ビジネスの要はコミュニケーションにある

ともいえる 4)。杉田(1996)に示された「海外現

地法人における日本人駐在員の資質要件」の10項

目を見ると. ['異文化に溶け込み，現地人と折り

合う人J.['一定の語学能力を持つ人J.['情報の収

4) 80年代初頭，経営と文化やコミュニケーションとの関

わり方に関する林(1984)の分析があり.r人間ないし
人間集団の社会・文化行動は実質交流次元 (substantive)

の行動と.通信交流次元 (communication)の行動とに

大きく二分して考えることができます。ビジネスなどの

企業経営活動をはじめ.学術研究，軍事行動，等身は前

者に該当しますが. しかし前者はつねにすべて後者を前

提にしてそのうえに成り立っています。したがって例え

ば文化を異にする企業体組織聞の交渉成功のためには，

その前提としての通信交流行動の力量が必要になりま

す。それが不足したり行き違ったりすると，異文化組織

活動のような実質次元活動に支障が生じますJ(p.220) 
という指摘も極めて示唆的である。

集，分析，応用の能力を持つ人J.['日常意思決定

の迅速化，的確化に努力する人J.['口頭並びに文
書の表現能力のある人jといった，異文化コミュ

ニケーションやコミュニケーション能力と関わっ

ている項目は半分も占めている (p.l27)0 ['中国

ビジネスは個人の顔と説得力がものをいう世界で

す」という言い方(小林2003)が正しいのであれ

ば，人間関係とコミュニケーション能力が対中ビ

ジネスの第一要件であり，対中ビジネスの成否は

コミュニケーションに左右されると言っても過言

ではなかろう。

実際.90年代に入ってから， 日中ビジネスにお

けるコミュニケーションの問題点は度々指摘され

ていた。 90年代初頭に行われた調査によると， 日

本人と中国現地従業員とのコミュニケーションの

頻度が低く. ['ほとんどない」と「まったくない」

の答えは合計でおよそ80%にも達しコミュニ

ケーションがたいへん不足していたという実態で

あった(越2002a.p.94)。コミュニケーション・

ギャップによる悪影響の例として，コミュニケー

ション不足の会社ほど離職率が高いという事例が

挙げられ，コミュニケーションの頻度と従業貝の

離職率に一定の相関関係が明示された(趨

2002b)。その問題を解決するためには. ['日本人

駐在員と現地従業員との信頼関係を築くためには

平等意識をもってコミュニケーションを行う必要

があるJ.['信頼関係を築くために，コミュニケー

ションは上層部だけでなく，一般従業員も対象と

すべきである」という提言があった(超2002a.

p.213) 0 ['日本企業人のビジネス・コミュニケー

ションは，特にアジアで拙劣なのではない。た

だ，欧米先進国に対する“身構え"や用意がなに

がしか行われることが多いのに比べればという意

味で言えば. r対アジアJのほうは『何とかなる
さ』式の安直な考え方や姿勢が目立つということ

である」と宮智(1998.p.l73)が分析している

とおり， 日中ビジネスコミュニケーションのトラ

ブルの一部は， 日本人管理者の「安直な考え方」

によって引き起こされたものと考えられるのであ

る。

ところで， 日中ビジネス活動が活性化する中

で，様々なコミュニケーションの問題を抱えてい

るにも関わらず，日中ビジネスコミュニケーショ

ンについての調査研究は必ずしも満足のいくもの
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ではない。 20世紀の80年代からは，異文化コミュ

ニケーション研究の具体的な問題として，日米ビ

ジネスコミュニケーションがよく取り上げられ

た。その後，国際ビジネス，異文化ビジネス.グ

ローバルビジネスへと関心が強まっていくにつ

れ.90年代半ばから，中国やアジアに目を向ける

気運が高まり，異文化ビジネスコミュニケーショ

ン研究の一環として日中ビジネスコミュニケー

ションにも関心が寄せられていた。国立国会図書

館「雑誌記事検索J(NDL-OP AC) Jで検索をす

ると.2000年から2005年までの6年間では，日中

コミュニケーションに関する文献は20件弱あり，

収録された異文化コミュニケーション関連の文献

の10分の1という割合であった(虚2007)。以下，

その関連文献を含め，日中ビジネスコミュニケー

ション研究の動向をめぐって，言語・非言語コ

ミュニケーション，ビジネス交渉，異文化マネジ

メント， 日中文化比較という 4つの側面から概観

してみる。

3.言語・非言語コミュニケーション
3.1 言語コミュニケーション

ビジネスコミュニケーションはコミュニケー

ションのー形態であり，言語活動がビジネスコ

ミュニケーションの基本形態である。ビジネス会

話やビジネス文書などのようなビジネス中国語，

ビジネス日本語の教育研究は当然，効果的なコ

ミュニケーションを図るためには重要な役割を果

たすものとして，重視すべきである。そういった

認識によるのだろうか.1990年12月に日本で初め

て「日本ビジネス中国語学会」が設立され，ビジ

ネス中国語検定試験の実施などを通して，ビジネ

ス中国語の教育研究の推進を促そうとしている。

2005年から，日本中国語検定協会も，従来の「中

国語検定試験Jと平行して. Iスコア式ビジネス

中国語検定試験」の実施を始めた。一方，独立行

政法人日本貿易振興機構主催の IB]Tビジネス

日本語能力テスト」は.1996年から世界の一部の

地域で実施され始めたが.2005年に初めて中国本

土の大連での実施が始まった。そして.2007年か

ら， 日本通訳協会主催の「中日通検ビジネスコ

ミュニケーション試験 (BCT)Jの実施も始まっ

た。これらは， 日中ビジネスにおける言語コミュ

ニケーション能力の重要性への意識が高まった現

われとして注目すべきである。しかしそういっ

た動きとは裏腹に， 日中ビジネスコミュニケー

ションと関わりのある言語研究は極端に少ない。

一部散見されるものも言語学の領域からではな

く，ほとんど異文化経営学や異文化コミュニケー

ション研究の分野からの発信である。例えば，中

国語研究を専門とする日本中国語学会において

は. 日中ビジネスというコンテキストにおける言

語コミュニケーションに関する研究報告は皆無の

状況にある。また，財団法人日本語教育学会の学

会誌『日本語教育』を検索してみると，ビジネス

コミュニケーションの観点から日本語を考察した

論文は. I上級日本語ビジネスビープルのビジネ

スコミュニケーション上の支障点ーインタピュー

調査から教授内容を探る-J (清ルミ.87号)の

ー篇しかなかった。

日中ビジネスにおける言語コミュニケーション

についての言及は僅かではあるが，具体的な問題

としては， 日中ビジネスの現場において.Iリス

トアップしてください」が分からないという新外

来語，誤解を与えやすい「結構ですよjという暖

昧な表現. I反対」のかわりに用いられる「それ

はいかがなものかよ「しない方がいいのではない

か」という椀曲表現などが挙げられている(海野

2002)。それに，意味のない美辞麗句などの空疎

な言葉遣いは. I自己暗示や自己欺師を生み，増

幅させる危険性がある」ものとして.Iリアリズ

ムの最たるもの」としてのビジネスの場合，極力

避けるべきだと主張され(宮智1998.p.217).言

語運用面の問題が提起されている。

この言語運用と関連することとして， 日本人駐

在員の中国語使用不能の問題も取り上げられた。

日本人派遣社員に対する中国人従業員からの否定

的な見解の 1つには.I日本語等，外国語による

コミュニケーシヨン障害の問題」がある(西原

1998)。外国人と働く日本人へのインタビューで

は.Iより洗練された日本語を望む」との答えが

最も多いという(清1997)。しかし逆に中国に

派遣された日本人は，中国語を使い，業務ができ

るという人は. 15%ほどしかないという調査報告

がある。日中ビジネスコミュニケーションの言語

上の問題は歴然としている。「言葉の障害」で日

本人と現地従業員の間では，活発なコミュニケー

ションが出来ず，関係は「疎遠的」になっている

-46一



と報告され(趨2002b). 日本人にとっての中国

語，そして中国人にとっての日本語の学習を如何

に促進するかが切実な課題となっている。語学教

育の改善点として，中国語における外国人に対す

る中国語教育の問題が提起された。外国人の学生

が不満に思うのは. I教師が暗記学習にばかり重

点を置き，クリエイティビテイや批判的思考を育

むことを目指す，教育学的に健全なアプローチを

取らない」点であり(ロッシェル2004. p.l99) . 

日中ビジネスコミュニケーションの促進を図る上

では，語学教育の改善を考えなければならないと

いうことである。また.I言葉を正確に翻訳する

だけでは，意図することがきちんと相手に伝わら

ないもどかしさもある」という指摘のごとく(高

井2002. p.l40) .言語コミュニケーションとの関

連で. 日中ビジネスにおける翻訳と通訳の問題も

重要視される。

3.2 非言語コミュニケーション

日中ビジネスにおける非言語コミュニケーショ

ンに関しては，お辞儀の有無，指差し，アイコン

タクト，視結などの身体的動き(いわば身体言

語)や，音声，調子などのパラ言語，沈黙，問，

ポーズ，色彩，服装，時間観念及び衛生観念など

が研究の内容となる。実際，中国進出日系企業に

おいて，身体的接触が嫌われるのに.握手を交わ

したり，対人的距離が近かったりする問題がある

一方.中国人従業員が両手をポケットに入れたま

ま日本人マネジャーに向かつて話をすることに

よってコンフリクトが起こったという記事もあ

る。ただし日本における非言語コミュニケー

ション研究の実績，特に日米非言語コミュニケー

ション研究の成果とは対照的に， 日中非言語コ

ミュニケーション研究自体は極めて貧弱であり，

日中ビジネスにおけるその調査研究は今後の課題

として残されている 5)。

3.3 コミュニケーションスタイル

言語・非言語コミュニケーションと深い関わり

を持つものとしては，日中コミュニケーションス

タイルの問題が存在する。一例をあげると，高度

5 )日本における非言語コミュニケーション研究の状況に
ついては，虚 (2008)を参照されたい。

な日本語運用能力を有する外国人も，日本人の断

り方への理解が困難だという報告がある(清

1997)0 I意見の産出・受容において適切な敬語表

現，待遇表現.腕曲表現を駆使する事が最も困難

であり，特に『断り』の状況においてそれが顕著

である」という(清1997)。これは言葉の運用の

問題であると同時に，コミュニケーションスタイ

ルの問題でもあると考えられる。

中国人のコミュニケーションスタイルについ

て.1)能弁.雄弁.多弁. 2)直言を好む;!麗

昧な妥協を絶対しない;ぶつかり合う. 3)謙遜

とほめ殺しと一般化し 「言葉で相手をコント

ロールしようとする」という，やや否定的な見方

がある(大崎2001)。これに対して.一見して，

「へ理屈Jのようなものでも. I理論を楽しみ，わ

ざと言いたてることを一つのゲームとして楽しん

でいるところがある」と中国人の言語生活を肯定

的に見て理解を示そうとするものもある(三浦

2002 -04)。一方，間(1996)では「言語表現J.

「感情表現J.I動作表現」の3っから日系企業に

おける中国人と日本人の「コミュニケーション行

動Jの違いが分析され. I中国人はより外向的で，

より率直であり，日本人はより内向的で.より感

情抑制がなされている」と結論づけられている。

この他. Iすぐに『すみません』と謝り，謝った

だけでなにもしないのは日本人だけである」と，

日本人の「スミマセン」型のコミュニケーション

の弊害を内省的に批判しその改善を促そうとす

るものもある(高井2002.p.87)。

4. 日中ビジネス交渉
ビジネス交渉はビジネスコミュニケーションの

ー形態であり，ビジネス活動の重要な部分であ

る。残念なことに，交渉やビジネス交渉の研究が

立ち遅れているせいか， 日中ピジネ交渉と関連を

有する体系的な研究はほとんど見当たらない。英

語の文献，例えば• Chinese negotiating styleと

Negotiating Chinaの日本語訳である『中国人の

交渉スタイル.! (大修館書庖. 1993)と『中国ビ

ジネス交渉術.! (朝日新聞社. 1999)は出版され

ているが，いずれも欧米人と中国人の交渉に関す

るケーススタデイである。極僅かだが，日中ビジ

ネス関連の文献の中で日中ビジネス交渉に言及す

るものが散見される。それは，大まかに見ると，
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中国人の交渉スタイルを賛美したり否定したりす

る，或いは中立的な立場に立って日中ビジネス交

渉を客観的に捉え，建設的な提案をするという様

相を呈している。

中国との外交交渉の経験を踏まえ，元中国大使

の橋本恕氏は， 1私は40年間中国政府と交渉して

きましたが，だまされたことは一度もありませ

ん」と振り返って，中国との交渉を極めて好意的

に見ている(石田1997)。しかしこういう意見

は少数派であり，比較的多く見られるのは， 日中

交渉に対する否定的な意見である。石田 (1997)

では，中国人のことを「権謀術数にたけたタフ・

ネゴシエーター」であり， 1並みの日本人交渉者

ではとても歯が立たない相手だJと断定し， 1交

渉が暗礁に乗り上げそうになっても， r日本へ撤
退するJと強気な態度を示すことで中国側の譲歩

を引き出す」という戦術を打ち出し「忍耐の限

界への挑戦と心得ること，時間の流れを無為と考

えないこと，過剰な期待を抱かないこと， 日本的

遠慮、や思いやりは禁物，いかなる場合も恥を忍ぶ

こと，最後まで調印者を登場させぬこと」とい

う，タフな 16つの提案」を提示している。

一方，より客観的に中国人との交渉を見る意見

がある。 I(中国では)リーズナブルな値段とは，

市場による需給関係で決まるのではなく，買い手

と売り手が折り合った値段のことを言う。(中略)

(中国人は)値切る過程を一種の知的遊戯として

捉え，それを楽しむJ(三瀦2002-04) という納

得のいく解釈がされる。また， 1自己PRの上手

な会社になる，相手の本当の意思決定者をつか

む，忍耐強く，駆け引きは最後までやる，全ての

交渉に必ず記録を作る，双方の言葉や諸事情に精

通した調整役を入れる」という日中双方にとって

共に建設的であると思われる意見がある一方， 日

本人に， 1あせらず，あわてず，あなどらず，あ

きらめず」という 4つの「あjで交渉に臨むべき

という提案も出され(高井2002，p.l44) ，いずれ

も日中ビジネス交渉に有益なアプローチと思われ

る。それから，在日中国人研究者も， 1中国人の

ビジネス交渉の特徴を把握しておこう;まず『正

攻法Jからスタートしよう;交渉相手の信頼を得

ることに力を入れよう;私的な良い関係を維持し

よう;決定権をもっ人物との直接交渉に備えよ

う;十分な柔軟性をもって『きっとなんとかな

るJとの信念を貫こう;文化的背景が物を言う場

合が多いことを考慮しておこう」という 17つの
提言J(李2000，p.l75 -93) を日本人ビジネスマ

ンに提示している。

アメリカ人の研究によると，交渉における日米

コミュニケーションスタイルの違いは，関係づけ

コミュニケーシヨン VS.職務的コミュニケーシヨ

ン，非対立的コミュニケーション VS.対立的コ

ミュニケーション，戦略的暖味コミュニケーショ

ンVS.論点明確型コミュニケーション，グループ

コミュニケーション VS.個人主義的コミュニケー

ション，慎重で用心深いコミュニケーション

VS.断定的コミュニケーション，相互補完的コ

ミュニケーション VS.公的に批判し合うコミュニ

ケーション，控え目コミュニケーション VS.自己

主張的コミュニケーション，合意形成面子維持コ

ミュニケーション VS.個々人の意見をその場で主

張するコミュニケーションというように特徴づけ

られている(山口1998，p.28)。これらの項目か

らみると，中国と日本はコミュニケーションスタ

イルや交渉スタイルの上では，相違点よりも共通

点のほうが多いように思われる。日中ビジネス交

渉に関しては.経験談や断片的な提案ではなく，

日中交渉スタイルの異同を中心にした，椴密な調

査に基づく体系的な研究作業はこれからである。

5. 日中ビジネスマネジメント
異文化マネジメントは異文化コミュニケーシヨ

ンの典型的な場であり(片岡・三島1997，p.22)， 

日中ビジネスマネジメントもビジネスコミュニ

ケーションの枠組で検証する必要がある。そもそ

も，すべてのビジネス活動は広義の意味でコミュ

ニケーション活動そのものといえるのである。日

中ビジネスマネジメントについて，中国における

日本的経営の「受容性」と「有効性」を比較的体

系的に考察したものとしては，市村 (1998)を挙

げることができる。その中で， 1日中スタッフ聞

の経営上の障害Jについて調査した結果が報告さ

れ， 1経営上の障害がある，言語の違い，本社と

のコミュニケーション上の障害，習慣の違い，価

値観の違い，暗黙の了解に基づくコミュニケー

ション，日本人が中国事情を学ばない， 日本人ス

タッフの排他性， 日本人が倣慢に振る舞う，経営

スタイルの違い， 日本人スタッフのリーダーシッ
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プの欠如， 日本人スタッフの短期滞在， 日本人ス

タッフの本社志向の強さ.状況即応的(一貫性を

欠く)経営」という14項目の障害に見られるように

(市村1998.p.l32). コミュニケーション関連の部

分がかなりの割合を占めており， 日中ビジネスマ

ネジメントを日中ビジネスコミュニケーションに

見据えて考察する意義は大きい。従って， 日中ビ

ジネスコミュニケーションについては，上で検討

した言語・非言語コミュニケーションやビジネス

交渉に加え，ビジネス活動全般に関わる各側面か

ら議論しなければならない。ここでは，問題の所

在，そして研究の現状に鑑み，便宜的に組織内コ

ミュニケーション，人事・労務管理，対人関係と

いう 3つの角度からその研究の現状把握を試みる。

5.1 組織内コミュニケーション

日本の組織では職務と責任の範囲が暖昧である

のに対し，中国の組織ではそれが明確に規定され

る。それぞれは所謂O型組織と M型組織(林

1994)の典型的な例になる。日本の企業組織は，

ボトムアップ式の下意上達，裏議制度，根回し，

事前折衝，ホウレンソウ(報告・連絡・相談)な

どのコミュニケーション手段を取って集団的意思

決定を行う。一方.中国の企業組織は， トップダ

ウン式の上意下達，会議，議論などを通して，意

思疎通を図っていく。こういった組織内コミュニ

ケーションの相違によって， 日中間に当然様々な

経営上の対立，衝突が起こってくる。日中合弁企

業における信頼関係の構築に影響を及ぼす要因と

しては，フレキシピリティと相互作用が挙げられ

(李，今日2003).一部の調査では，経営活動の障

害の筆頭に立つのも「中国側パートナーとの意思

疎通」であるという(鈴木1994a)0 I役割の明確

性に関しては，中国人上司の方が日本人上司より

評価が高かった。その原因として，言語の問題の

みならず，仕事の進め方や指示の仕方において.

日中双方の違いがある」という報告がある(西原

1997)が，問題の解決策として. I情報の共有」

を確保し， 日中ビジネスパートナーとの信頼関係

を維持するためには，定期的な会議や相互助言が

不可欠という提言が出されている(李，今日

2∞3) 6)。
中国人と日本人の組織内コミュニケーション上

の問題が感じられる領域に関しては，仕事の進め
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方，会議の進め方，仕事の指示の仕方(受け方). 

コミュニケーション・スタイル，対立した意見の

決着のつけ方， リーダーシップ・スタイル，仕事

の権限と責任についての認識.部下の能力観及び

その基準，上司と部下の役割分担，意思決定のあ

り方，会議や打ち合わせの場で， 日本人同士は日

本語で(中国人同士は中国語で)意思疎通をはか

ることという 11項目を立てて，調査研究が行われ

たが(片岡・三島1997.p.73). 具体的かっ網羅

的な分析として.組織内コミュニケーションの問

題を考える上では大変参考となる。

ところで，中国人社員に対する欧米人社員の見

方として. I自分の気持ちをあまり表に出さない，
正式な許可がないかぎりイニシアチブを取ろうと

しない，天性のリスク・テイカーではない，余分

な責任を進んで引き受けようとしない，意思決定

が非常に遅い，フィードパックを返さない，地位

や役職を重視しすぎる，面白を潰されるのを嫌

う」という報告があるが(ロッシェル2004.

p.80). これらの多くは日本人社員にも当てはま

る日中共通のものではないかと思われ，日中組織

内コミュニケーションの相違とあいまって，その

共通点を探って問題解決する糸口を見出すのも今

後の研究課題の1つとして残されている 7)。

6) 90年初頭に行われた意識調査では.r現地のことがあまりわ
からないのに，中国側の考え方を尊重せず，日本人のやり方

を押付けることから.r日本人はいばっているJというイメー
ジを持たれている」という反応が示された(凌1995)カ1これ
はコミュニケーション不足による三期干の結果かも知れない。

7)中国文化と日本文化の類似性に関する加藤 (2006)の記
述が大変参考になり，やや長いが，引用させていただく。

「日本人と中国人は，外見だけでなく，中身も似た面がある。

例えば.中国人に対する外国人の不満や批判を，筆者が見

聞した範囲内で列挙すると，次のようになる。一一中国人

は， ものの考えかたが主観的すぎる。しばしば論理より感

情に走る。うぬぼれが強いくせに，劣等感や嫉妬心も強い。

長期的・大局的な視野に立つことが苦手で，厄介な問題は

先送りにする。どの組織もタテワリ制で，融通がきかない。

ホンネとタテマエが矛盾しでも，問題を解決せず.両者を

使い分けることで済まそうとする。言質を取られることを

恐れ，なかなかホンネを語ってくれない。金髪の白人に.

コンプレックスをもっ。そのくせ，欧米流の契約の精神を，

わきまえない。二言目には『中国は，君たちの固とは違う。

古い歴史をもっわれわれの社会では，事はそんなに単純に

運ばないのだ』と言う。あたかも自国の特殊性が免罪符に

なるかのように，思いこんでいる。そして何事も，結局.

すべてが共産党に支配されている。最後の一点だけを除け

はなんだか，まるで日本人への批判を聞いているような

気がしてこないだろうか。欠点だけではない。義理，人情.

信義，親孝行，敬老の精神なと日本人が『日本的Jと思っ
ている倫理観の多くも，中国人と似ている。J(p.225-226) 



5.2 人事・労務管理

異文化マネジメントの場合，生産管理，品質管

理なども重要だが.より問題が起こりやすいの

は，人事・労務管理(人的資源管理)である。そ

れは，対人関係やコミュニケーションが複雑に絡

んでいるからであろう。中国ビジネスの最大問題

も，コミュニケーションと深く関わる人事労務問

題と一般的に認識されるのである(片岡・三島

1997. p.27)。人事・労務管理といっても，人間

を相手にする管理活動であり. ["人間の相互作用j

と定義されるコミュニケーションとは切っても切

れない関係にある。「人事・労務管理というもの

は，ごく一面ではあるが. r人』を知るためのも
の. r人』についてよく理解し『人』を動かすた
めのツールなのであるJ(高井2002.p.233)との

如く，結局のところ，人事・労務管理とは.対人

コミュニケーションそのものといえるかも知れな

し、。

労務管理を経営上の障害として指摘する中国進

出日本企業が最も多いようである(鈴木1994b)。

そして，人的資源管理の諸施策，経営課題の中で

最も高いものは「モラールの向上」という(松原

他2001)。ただし生存欲求，関係欲求，承認欲

求，成長欲求という人間の普遍的欲求からする

と， 日系企業中国人社員の行動様式は特殊なもの

でなく，普遍的であるかも知れない。「労働に応

じた分配が適正に為されなければ，働く意欲が衰

え，楽をしたがるのは決して中国人に限ったこと

ではないJ(三瀦2002-04)というように，むし

ろコスト削減ばかりを狙うのではなく，適正な賃

金制度を導入し確立させることが，在中日系企業

の課題の1つになると思われる。 1990年代初めご

ろ，既に日本的経営の諸問題が指摘されたが，高

い評価を得た雇用の安定を除けば，賃金，企業福

祉，昇進などの面において， 日本企業への評価が

低く，転職選好度な中国企業，欧米企業.台湾

香港企業につぐ最下位に日本企業が付いていると

いう事実(鈴木1992.1994a，l994b)があったの

である。年功序列を原則とする日本の人事制度は

平均主義の表れである。中国においては. ["勤務

条件は，欧米企業のほうが日本企業よりはるかに

優れているJ(高井2002.p.36)という現実がそ

こにある以上，離職率が高い，選好度が低いとい

う現実に遭遇してしまうのも，当然かも知れな

い。日中ビジネスの急務が労務対策にあり，問題

解決のためには. ["成果主義・実力主義を念頭に

おいた誠意ある管理を，個々の企業の持ち味に応

じて，一日も早く実現」すべきという主張が有効

であろう(高井2002.p.50) 8)。

5.3 対人関係

「ビジネスというのは本来，人間としてやって

当たり前のことの繰り返しだ」と指摘されるよう

に(高井2002.p.230).正常な対人関係を維持し

つつ，コミュニケーションを図っていくのもそう

いう「常識」の範囲内のことである。良好な対人

関係つまりはパートナーと信頼関係をもつには.

利益の互恵的バランス，人聞が知覚する信頼感.

人間の友情が欠かせない(李，今日2003)。一方，

日本語の厳しい待遇表現に象徴されるように， 日

本の組織における上下関係がかなり厳しい。上司

と部下との上下関係にあたり，リーダシップ・メ

ンテナンスとリーダシップ・パフォーマンスが問

われるが.t儒苫教文化圏の共通理念である

人.. ¥“.率先垂範"なくしてリーダーシップの発揮

は望めない。

林 (1994)によると，欧米現地人管理者からみ

た日本人と日本企業との差異及び違和感は，①組

織化原理の違いと，その融合，②会社の概念の違

い.③日本的意思決定，④日本的コミュニケー

ション，⑤異文化コミュニケーション・ギャップ

の硬化という 5つに表れているという (p.40)。

日中ビジネスコミュニケーションに生じた様々な

問題は，ある意味では日中共通のものかも知れな

し、。

6. 日中ビジネスコミュニケーションの背

後にあるもの一日中文化の比較研究

第5節で検討した日中ビジネスマネジメント

は，コミュニケーションの問題であり，企業文化

や組織文化などを含めた文化の問題でもある。企

業文化や組織文化は. ["国民文化」と共に文化を

構成する要素である以上(ホフステード1995).

日中ビジネスマネジメントを含めた日中ビジネス

8)言うまでもなく，日本的経営スタイルも変わりつつ
あって，欧米企業の能力給制度などを導入するように.

成果主義.能力主義が唱えられる動きも出ている。
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コミュニケーションを比較文化論の視点から捉え

なければならない。実際.今までの調査研究で

は，一部ではあるが，日中ビジネスに関する比較

文化の研究成果があがっている。例えば.幸せ観

や労働観などの価値観について分析され.r日本
人は働くために生きているjのに対し r(非日本
人)我々は生きるために働いているJというよう

に(久米1992).価値観の 1つである労働観や勤

労意識に差があり，それによってビジネス上のコ

ンフリクトが起こりうるわけである。以下，高文

脈文化 VS.低文脈文化，集団主義 VS.個人主義，

家族観念と関係主義という 3つの論点から，日中

ビジネスコミュニケーションを左右する文化的

ファクターについての考え方をまとめる O

6.1 高文脈文化 VS.低文脈文化

一般的に日本も中国も高文脈(ハイコンテキス

ト)文化と認識される。しかし日本と比べる

と，中国はより低文脈(ローコンテキスト)文化

の特質をもっとされる O 説得の駆使や豊かな言語

化がその表れである。中国の相対的な低文脈文化

が形成された理由はさまざまであるが，社会環境

の側面からみると.r中国ではつねに自己主張し
ていないと生存競争に生き残れないからだ。日本

で礼賛される自己抑制や周囲への同化は，中国で

は美徳でもなんでもないJという指摘(高井

2002. p.86)のとおり，競争社会がその要因の 1

つである。一方，欧州防、らきた言葉「沈黙は金な

り」も孔子の言葉「ーを聞いて十を知る」も， 日

本人の美徳と化され，以心伝心，言わぬが花，暗

黙の了解，察しのコミュニケーション，遠慮のコ

ミュニケーションなどが日本の高文脈文化を性格

づける。しかし海外進出日本企業において，効

果的なコミュニケーションが最も大切という認識

が低いというのも，上述した日中ビジネスコミュ

ニケーションの問題が顕在化されたのも.r日本
人が高文脈文化の中に育ってきた，異文化におい

て言葉を駆使してコミュニケーションすることが

どんなに重要であるかを未だ認識していないこと

の現れ」という鋭い指摘(茂住2004)のとおり，

高文脈文化に一因があると考えられる。

日本のような高文脈文化のコミュニケーターの

特徴と限界として，林(1994)では. 1) r高コ
ンテキスト文化ではコンテキストから明らかなこ

とは口に出しませんJ.2) r高コンテキスト文化
ではコンテキストがはっきりしないと対話ができ

ないという側面がありますJ. 3) rコンテキスト
が意味を決定する文化では，コンテキストを作る

人，支配する人が意味の決定者となり，リーダー

となります」との 3点が挙げられている

(p.78-80)。今後.日中ビジネスを進める上で.高

文脈と低文脈の相違がコンフリクトをもたらすこ

とが十分予想され，その相違をもっと認識し理解

しなければならない。

6.2 集団主義 VS.個人主義

日本的経営の特色は，一般的に終身雇用.年功

制，人間主義，集団主義という 4つのカテゴリー

に集約される(市村1998.p.lO)。一部の調査で

は，中国人従業員に最も受け入れられない日本的

経営の項目は.r年功昇進」である(鈴木1994a)。
「年功昇進」は集団主義，平均主義の典型的な事

例である。集団主義では，集団の力を評価し集

団の利益を守る傾向が強いのに対し，反対の個人

主義では，個人の力を評価し個人の利益を守る

傾向が強いというのが，一般的な見解である。

日本人管理者からみれば，中国人従業員は，

1) r個人主義的傾向が強いJ. 2) r権利意識が
強く， したたかであるJ. 3) r公私のけじめが希
薄である」ということで.r使いづらい」という
(高井2002.p.31-32)。これらはいずれも個人主義

の流儀と解されてよかろう。「報酬に応じて働き

企業に忠誠を与えるので日系企業の待遇が低けれ

ば低いほど，待遇のよい企業に転職する意識が強

くなり，従業員はその企業に対しての忠誠心が乏

しくなる」というように，個人の利益と集団の利

益が矛盾する場合，中国人社員は，たいてい個人

の利益を優先する傾向が強い。このように， 日中

ビジネスコミュニケーションにおける障害をきた

す要因の1つとして，集団主義と個人主義の対立

があると説明できる。ただし沙・川久保 (997)

によると， 日本も中国も同じく集団主義であり，

日本は「忠Jに基づく集団主義であるが，中国は

「孝」に基づく集団主義であるという。この「忠

孝」の対立は，下で議論する家族観念と深く関

わっているが，長(1995)が指摘した，日中コ

ミュニケーションの相違をもたらす日本人の「誠J

と中国人の「報」に相通ずる。

-51ー



ところで，帰属意識から見ると，集団主義と個

人主義に表れる日中の対立が「中和Jされる一面
も窺える。忠誠心や一体感，コミットメントなど

で表れる帰属意識に関しては， 1992年と1994年に

2回にわたって調査を行われた報告によると，

「会社への帰属意識は日本人よりも中国人の方が

高い」という(川久保1997，p.43)。そして， r集
団主義で知られている日本人が単独行動を好み，

その反対に個人主義だと思われている中国人が共

同行動を好む」という「予想外」の結果が得られ

た(川久保1997，p.76)。日中に帰属意識の類似

点が多く認められたが，それは「たとえ社会シス

テムや文化習慣なとさが違っていても人間として望

むことは同じであるJ(川久保1997，p.43) との

解釈が示唆的である。とはいえ，中国人は組織行

動的に帰属意識，忠誠心が薄いことは否定でき

ず，それは日本企業に対してだけでなく.中国人

の組織に対しての一般的な態度でもある。その理

由としては，個人主義並びに家族主義に起因する

と分析される。そして， r企業に忠誠でないが人
に忠誠である」のは，人治主義に根付いていると

の見方がされ(高井2002，p.63) ，これは長 (995)

で分析される「報Jの概念と軌をーにするもので

あろう。

6.3 家族観念と関係主義

中国人の個人主義と日本人の集団主義の背後，

深層にあるものは，家族観念である。凌 (1995)

によると， 日本人は， r“家"を“共同体"として
扱う。身分関係を重視するが，血縁関係はそれほ

ど強調しない」のであって， r“家"の観念を拡大
したのが日本企業の共同体の観念であるJとい

う。これに対して， r家は中国人の精神的なトー
チカである」とI聡えられ， r家族関係は中国文化
の中核的基礎と言える」が，それは“孝行"を中

心とした内容であり， r自分の家族の利益を最優
先の位置に置き，家族以外には団体意識は欠ける

のである」と解き明かされる。

家族観念と関連するものとして，関係主義も中

国人と日本人の異なる心理メカニズムの1つとさ

れる。面子，人情，人間関係，身内意識という 4

っから，中国人のメンタリティを知るべきと提案

されているが(高井2002，p.88) ， これらは，い

ずれも中国人の「関係主義」という概念に収める

ことができょう。例えば， r人情」とは， r自分と
の距離に応じて他者を位置づけ.自らの行動を決

めようとする心理的メカニズム」と説明され(高

井2002，p.90) ，日中ビジネスにおける中国人の

行動様式の動機付けを解明するためには，有力な

手立てになりそうである。

異文化ビジネスコミュニケーションというと，

外国語(ほとんど英語)による文書作成やプレゼ

ンテーションなどのビジネスコミュニケーション

スキルのことを想起されるかも知れない。しか

しより重要なのは，上で述べた異文化理解，異

文化態度に関わる内面の問題であろう。異文化に

対する共感的理解や態度を可能にするのは，言う

までもなく，そういう文化の比較研究から得られ

た知見の学習である。その意味では， 日中ビジネ

スコミュニケーションの促進のためには， 日中文

化の比較研究の深化がなくてはならない。

7.問題点、と課題
以上，日中ビジネスコミュニケーション研究の

動向について，いくつかのカテゴリーを立てて分

析してみたが，問題点は少なくない。それをまと

めてみると.およそ以下の4点になる。

(1) 日中ビジネスコミュニケーション研究は，

異文化コミュニケーション研究の一環をなすも

のであり，それと相互補完の関係にあるにもか

かわらず，それと有機的に融合していない。対

中ビジネス関係の解説書，実務書，報告書，そ

して失敗事例を大いに語る書籍がありふれる中

で，日中ビジネスコミュニケーションと称する

研究の一部は，現地調査やヒヤリングで得られ

たデータだけを提示しており，経験的，断片的

な事実を記述するレベルに止まり，堅実な異文

化コミュニケーション理論に立脚しそれを立

証した研究は稀である O 異文化コミュニケー

ション研究理論の把握と異文化コミュニケー

ション研究と日中コビジネスミュニケーション

研究の融合が不可欠であり，綿密で詳細な調査

に基づいた日中ビジネスコミュニケーション研

究の理論化が待たれる。

(2) 日本人による日中ビジネスコミュニケー

ション研究は，中国分析に偏っており， 日本人

との体系たる比較分析は行われていない。これ

から中国企業が日本に進出することが予想さ
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れ，在日中国人ビジネス・パーソンも数多く登

場してくるだろうから，対中という「外向き」

のビジネスコミュニケーションと同時に，対

日，在日という「内向きJのビジネスコミュニ

ケーションも取り上げるべきである。それに.

中国の問題点を強調しすぎ，中国否定論が目

立っており，相互理解の精神に欠け，中国批判

に始終するようなものが少なくない。マスコミ

のそれの代表格である『産経新聞Jの関連報

道，記事にはその傾向が顕著である。同新聞社

から刊行された『閣の中の日中関係j(2002) 

はその例であり，サブタイトル「この固と本当

に付き合えるか」に示されるように.r日本企
業の苦悩」ばかりを材料にして，中国との交流

の可能性すら否定している。一部の研究者もそ

れに同調したような形で， 日中ビジネスに対し

ネガティブな意見しか持たない。中国専門の学

者には.r不合理J.r不公平J.r不誠実J.r不
愉快Jという 4つの「不」をもって，中国ビジ

ネスを見てしまう人がいるほどである(青樹

2003， p. 66)。また， r筆者には，なにやらす
べての中国人が一致団結して外国人のカネを踊

しとっているようにみえる」と心情を吐露する

学者が，実務家の個別的体験の一般化を擁護

し次のような十か条をまとめ，日中ビジネス

に携わる中国人を完全に否定してしまう。

1)対自分の非を認めない。

2)言い訳ばかりする。

3) 自分の都合しか考えない。

4)報酬に見合う分しか努力しない。

5)基本的には享楽を好み，労働を嫌がる。

6)外国のこと，他人のことにまったく関心

がない。

7)何事もいい加減。

8)協調性がない.一人よがり。

9)格好ばかりつけ，大げさなことを好む。

10)何にでもケチをつける，挙げ足をとる。

(大崎2001)

「アジアの優等生としての日本が，救世主の

ような態度をみせることは禁物であるJ(今回

1994)という警告は， 日中ビジネスに携わる者

はもちろんのこと， 日中ビジネス研究に従事す

る研究者も銘記すべきであろう。また，日本人

の偏見や差別意識に関しては，高井氏 (2002)
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は， rアメリカでは自分に非があっても謝らな
いのが，今もまだ一般的。しかしそのことで

『だからアメリカ人は非常識だjrいっしょに仕
事をするのはイヤだ』と文句を言う日本人を，

私は見たことがない。相手が中国人だと『変

だ.!r扱いづらい』と文句を並べるのは，中国
に対する偏見ではないか」と突き止め (p.87)， 

rrやっぱり中国人は……jrだから中国は……J
は，タブー中のタブーだ」とビジネスマンに向

けて警鐘を鳴らしているが (p.229)， 日中ビジ

ネスコミュニケーションの研究者も傾聴すべき

であろう。

(3) r文化と言語とマネジメントは影響を及ほ
し合う。丈化土壌に根差す主義主張あっての言

語であり，言語あってのコミュニケーションで

あり，コミュニケーションあってのマネジメン

トで，そこにビジネスが成立する」という主張

(佐々 木2002，p.31)のとおり，ビジネスコミュ

ニケーションの問題をめぐっては，言語，ビジ

ネスマネジメント，文化の3本柱を立てて議論

しなければならない。日中ビジネスコミュニ

ケーション研究の新しい知見が得られるには，

しっかりとした日中文化の比較研究に加え，多

文化の枠組に基づく研究作業が不可欠である。

すでに日本と中国と東南アジアの比較研究(今

回1995)や，在中国の日本企業と欧米企業との

比較研究(例えば日中米の労働意識の比較)

(川久保2000)が成果をあげているが，それを

さらに広げ， 日中韓， 日中米， 日中欧ビジネス

コミュニケーション研究のような多元的なテー

マ設定が可能且つ必要であろう。

(4) 日中ビジネスコミュニケーション研究であ

る以上， 日本人と中国人による共同作業が欠か

せず，中国人研究者のさらなる積極的な参加が

望ましい。特にアカデミズムめいた研究を守備

範囲とする，伝統ある「中国学」の日本人と中

国人の研究者の日中コミュニケーション研究へ

の共同参加が期待される。それと同時に，国際

政治や国際関係の専門家弘政治や外交をメイ

ンテーマとする国際コミュニケーション研究の

枠組を超え，異文化コミュニケーションとして

の日中コミュニケーションの問題意識を持っ

て， 日中ビジネスコミュニケーション研究に取

り組むことが歓迎される。日中ビジネスコミユ



ニケーションに関する「理論的な構築を試みた

本は皆無に等しいJという状況(三瀦2002-
04)を打開するには.多くの異分野の共同研究

による「理論化」の実現が求められるのであ

る。

8.おわりに
2006年4月に龍谷大学大学院経営学研究科と桃

山学院大学大学院経営学研究科に両校同時に「日

中連携ビジネスプログラムJが発足し. I中国ビ

ジネス事情に通暁し中国での事業化能力を持つ

専門職の養成」を目的とする教育研究活動が展開

されている。また. 2007年春に日本初の「中国ビ

ジネス学科」が中京学院大学経営学部に新設され

た。その教育理念は. I日本人としてのアイデン

テイテイに基づく確固とした意志と，高い倫理観

をもっピジネス・パーソンの育成」という時代の

要請，期待に「応え得る中国ビジネスのエキス

パートを育成」することにあるという(同大学の

HPによる)。このように，中国ビジネス関連の

教育研究活動が活発化するに伴い，今後日中ビジ

ネスコミュニケーションの記述的な研究も定量的

な研究も新たな進展をみせるのではないかと期待

感が一段と膨らんでくる。ただ. I理論的にも実

践的にも異文化シナジー効果を発揮する条件など

について，未解明な課題が多く残されている」と

いう指摘(根本2001.p.74)の如く，日中異文化

相乗効果を高めることを目指す日中ビジネスコ

ミュニケーション研究は.以上の分析に示すよう

に，さまざまな問題を抱え，その体系化も理論化

もこれからである。たとえコミュニケーションの

改善はすべての問題を解決するわけにはいかない

(片岡・三島1997.p.34) としても，ビジネスコ

ミュニケーションは明らかに日中コミュニケー

ションのもっとも重要な部分を占めており，その

研究に絶え間なく取り組むことが求められるに違

いない。
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